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上海経済圏における日系企業の事業活動の実態と課題
柳 井 雅 也
キーワー ド:上海経済圏 日系企業 地域企業 宮山
1.はじめに
中国経済の中でも,経済発展が目覚しい上海経済圏 (上海市,江蘇省,新江
省 :以下,省市省略)を対象に,富山県から進出した地域企業の実態を分析し,
その課題などについて考察を行った (図1)10
上海経済圏の面積は21.07万kdで,日本の本州 (22.79万kli)より一回り小さ
い｡ここに人口1億3668万人 (中国内比10.7%),GDPで2兆7902億元 (同23.9
%)の経済圏が形成されている (2003年現在)0 1人当りGDPも全国平均9030
元に対して上海5.2倍,江蘇1.9倍,新江2.2倍となっている (同2003年)｡
2002年末現在,中国には登記数に基づく外資系企業は20万8056社ある｡この
うち経済発展が進む上海経済圏には,5万6065(26.9%)が進出している｡そ
の内訳は上海2万963社,江蘇2万2991社,新江1万2111社となっている2｡
外資系企業による直接投資 (契約ベース)は,2003年実績で中国全体の39.1
%となっている｡その内訳は上海4321,江蘇7301,新江4442と,江蘇が一番多
くなっている｡これを1998年実績伸び率と比較すると,上海2.9倍,江蘇4.0倍,
漸江4.6倍となっている｡同様に金額ベースでみると,中国全体の46.9%となっ
ている｡その内訳は上海110億6400万ドル,江蘇308億1000万 ドル,漸江120億
50万 ドルで,これも江蘇が多くなっている｡ 1998年からの伸び率では,上海
1.9倍,江蘇4.1倍,漸江6.6倍となっている｡
これらのことから,中国における投資案件の多くが当地域で行われているこ
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とがわかった｡そのなかで江蘇は件数,投資額とも絶対数は大きいが,伸び率
では新江のほうが上回っていることが明らかとなった｡また上海は,件数,投
資額とも伸び悩み傾向にあることもわかった｡
図1 上海経済圏地域
出所)r週刊エコノミストJ臨時増刊2003.6.23号より(一部改変)｡
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図2 上海経済圏への外国投資
出所)JETRO資料より作成｡
-126(126)-
2001年現在,当地域に進出した日系企業による事業所進出状況を示したのが
表1である｡これによると518社,事業所数913となっている｡事業所の地域別
内訳は,上海519,江蘇310,祈江84となっている｡このうち江蘇では蘇州98,
無錫50で,新江では杭州28,寧波15などとなっている｡業種別で最大の電気 ･
電子機器では上海149(上海全体の28.7%),江蘇79(同25.5%),漸江21(同28.6
%)となっている｡いずれの地域でも電気 ･電子機器が4分の1以上を占めてい
ることがわかる｡
表1 日系企業による上海経済圏への事業所進出状況 (2001)
上 海 江蘇省 折江省
食料品 18 10 4
繊維 51 33 10
木材 .家具 1 0 1
パルプ .舵 8 2 0
出版 .印刷 2 1 0
化学 .医療 85 47 ll
石油 .石炭 1 1 0
ゴム .皮革 19 6 2
窯業 .土石 .ガラス 12 16 2
鉄鋼 4 4 2
非鉄金属 13 17 5
金属 19 10 1
機械 76 47 12
電気 .電子機器 149 79 24
輸送用機器 .造船 9 4 0
自動車 .部品 15 15 4
精密機器 25 7 5
出所)『2003海外進出企業総覧 国別編』(束洋経済新報社)より作成｡
2.投資環境の変化と地域分化
このような日本を含む外資系企業の進出状況を踏まえて,2003年9.月に日本
貿易振興会 (JETRO)上海センターで,上海経済圏の投資環境と地域分化に
ついて聞取り調査を行った｡
それによると上海市では,2002年現在で輸出の約60%,税収の約30%,工業
総生産の約56%が外資系企業によって占められている3｡輸出入製品の多 くは
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電気 ･電子機器や同関連部品,半導体関連部品等のハイテク製品であり,華東
地域への電気 ･電子産業の集積が進んでいる｡将来は自動車産業が有望になる
とみられ,ホンダ (武漢),日産 (上海)が進出してきている4｡
1993年頃は大企業の進出が中心だったが,現在は中小企業 (特に日本の地方
から)の進出が増加してきている｡そのパターンは,人員1名程度 (管理部門)
で進出して,これに企業設立のノウハウを蓄積 (上海)した日系コンサルタン
ト (10数社)がサポートしている場合が多い｡
現地操業で課題となっていることは,1つは増値税 (付加価値税)の輸出還
付引き下げ措置である｡2つ目は中国の法規に日系企業が疎いことである｡こ
こ1年以内にトラブル支援センターに60件/月の問合せがきていて,そのうち
1割が本当に困っているケースである｡一般に中国の法規に無知なため,違法
行為を犯すケースが見られる｡3つ目は,上海はビジネスコストが高くなって
いることである｡ 人件費や借地代の高騰が響き,これを嫌って蘇州,杭州へ企
業が移動していくケースがある｡
このビジネスコストが高いことを嫌った上海からの企業や工場の逃避と,結
果としての外延的拡大は,その到達距離をほぼ150kn圏前後とみている｡輸送
コストと輸送頻度の確保が主な理由だが,このほかに進出先で働く日本社員が,
緊急時にすぐ帰国できる体制が組めることを考慮して決定する場合もある｡こ
れらの点から無錫,杭州は,上海から150kn前後に位置しており,進出企業に
とっては利便性に優れた都市といえる｡南京は300km離れているので,進出企
業が少なくWTO加盟後もその傾向は変わっていない｡しかし,寧波は上海か
ら4時間もかかるが,よい港があることや金型,繊維 (杉杉集団など)産業が
集積し,2009年初頭には道路橋も完成して,上海から1.5時間圏に入ることな
どから,それを見越した企業進出が活発になっている｡
上海では,浦東新区に位置する金橋輸出加工区に規模の大きな製造業が集積
し,張江高科技園区には生物医薬関係やIT関連企業が集積する一方,陸家噂に
は金融,サービス業などの第3次産業の集積が進行している｡日本からの投資
-128(128)-
増加に伴い,在留邦人も増加している｡2003年10月現在で,上海には2万3527
人,江蘇5816人,断江1625人が滞在している (在上海日本国総領事館届出ベー
ス)50
現在,上海には9カ所の国家級開発区,蘇州には5カ所の国家級開発区と,
7カ所の省級開発区,無錫には2カ所の国家級開発区と,3カ所の省級開発区
が,杭州には3カ所の国家級開発区が立地している｡このほかにも市級または
その下部行政機関が設立した開発区が多数立地している｡これらの開発区はい
ずれも税制面での優遇策や,ワンストップ･サービスなどの行政サービスを備
えており,外資系企業の投資誘致に積極的である｡そのため,上海に近い蘇南
地域 (蘇州,無錫周辺)-の投資が,同省の投資の約90%を占めるなど,上海
の外延的拡大を受け止める政策が採られ,結果的に域内における企業進出は地
域政行的となっている6｡ また寧波でも,実行ベースで12億4696万 ドル (前年
比43%増)と同省内で高い伸びとなっており,上海に隣接する嘉興も実行ベー
スで4億4435万ドル (前年比64.2%増)となっている｡
日系企業,特に製造業は上海を橋頭壁として,高速道路に沿って江蘇省を北
上し,江蘇省の代表的な経済開発区である蘇州新区に多くの日系企業が進出し,
2002年は35社,契約ベースで5億ドル,蘇州園区では50社,契約ベースで約7
億 ドルとなっている7｡江蘇に比べ日系企業の進出が遅れていた漸江において
も,高速道路を始めとする近年の急速なインフラ整備と外資系企業を優遇した
経済政策や,上海とのリンケージという方向性を明確に打ち出したことなどに
より,日系企業の進出は増加傾向にある (図2)0
より詳細に日系企業の立地状況を知るために2003年9月に杭州経済技術開発
区において聞取り調査を行った｡それによると当地は1993年に国家クラスの開
発区として認可された｡外資系企業260社中 (2003年現在),日系企業は60社を
数える8｡ 立地件数では台湾系が1､番,日本が2番,アメリカが3番となって
いる｡
もともとは5kd区画の総合工業区の開発から始まった｡ここは無分類で食品･
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図2 上海経済圏における日系企業の進出状況 (2003年11月現在)
出所 :｢日本貿易振興会(JETRO)上海センター｣資料より｡
家電が入居してきた (後に分類)｡また輪出加工区を2kJ造成し,ここから析
江省の70%輸出をまかなっている｡杭州電子学園など大学都市でも知られ,こ
こに15校が立地または立地予定となっている｡当地に立地する上で有利な点は,
インフラコストが安いことである｡デメリットは水の確保と電力料金で,優遇
措置は他の上海経済圏とほぼ同じとなっている9｡
日系企業の活動は,東芝がノートパソコンを作っていて.これは日本の青梅
とほぼ同じレベルの技術水準となっている｡上海松江地区の東芝工場は,中国
国内販売専用で,杭州工場は日本から部品を持ち込んで組み立てて,アメリカ･
ドイツに輸出する体制となっている｡対照的に台湾の企業はここで部品を調達
(近隣に15社立地)して,倉庫代 ･人件費の節約効果で生産効率を高めている｡
以上のとおり上海経済圏において,上海のビジネスコストと連動した地域変
化が起きつつあるといえる｡
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●3.富山県内製造業の海外進出とその課題
富山県の海外進出状況と今後の進出計画を探るために,2003年9月に富山県
内製造業を対象にアンケー ト調査を行った｡対象とした企業は 『北陸三県会社
要覧2003』(財 ･北陸経済研究所)から製造業に該当する394社へ郵送方式でア
ンケート調査を行った｡回収件数は89件 (うち有効31件)で,回収率は22.6%
(同7.9%)だった｡
(1)企業概要
有効回答企業の中で,従業員数は非鉄11(整理番号,以下同様)の2564人が
最も多い(表2)｡ 次いで機械25の706人,機械18の606人となっているが,総じ
て100人前後の中小企業が多い｡また1997年と2002年との比較で販売額が伸び
ているのが8社あり,この中で既に中国に進出しているのは2社で,｢考慮中｣
は4社だった｡
｢中国-の進出予定｣という設問では,｢既に進出｣は12社あった｡その主
な理由は,繊維4 ｢日本での生産に限界を感じていたところ,中国生産の依頼
があった｣,同4｢定番品などの生産は,コストが安い東南アジア商品に移行し
つつある (一部省略)｣,非鉄金属12｢日本の取引先の中国進出に伴い進出及び
取引先以外の進出企業への納入を目的｣,機械17｢①ユーザーの単価引き下げ
に十分対応できる②系列を離れた日本,世界のユーザーと新規取引を実現｣,
同18｢経済発展の著しい中国での拡充をさらに図るため｣,その他26｢国内に
仕事がない｣,その他31｢①技術供与の動機 :遼寧省政府高官が当社精米プラ
ント機器を見学し,中国においても有効なシステムと理解され,想定された民
間会社に小型精米機システムの設計,製造,販売の技術を供与した｡②技術供
与を応諾した理由 :①純粋な気持ちで日中友好,②将来的には当社の製品も良
好な方向で反映できると判断した｣などとなっている｡
｢計画中｣は9社あった｡その理由は 化学8｢価格競争に対応できるよう
にする｣,機械21｢物が豊富で安い｣,機械22｢資材の調達において低価格部品
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等の仕入れを行うため｣,機械24｢お客様 (製品の納入先)が中国へ工場を進
出された｡当社もそれに対応しなければ,顧客を失うことになりかねない｡｣,
｢①売り上げ拡大②製造原価低減｣などが理由であった｡
｢無し｣は7社あった｡これらは食品や繊維,金属など市場成熟型産業が多
い｡理由のなかには非鉄金属16 ｢計画は無し,ただし,将来的には進出でき
るような力を付けていかなくてはと考えております｣という回答もあった｡
既に進出しているところや計画中というところは,国内生産にある程度の限
界を認めていることがわかる｡
(2) 中国-の進出状況
中国での進出状況について,繊維4｢1995年寧波市に進出 ;従業員数は45人
(日本人0);進出形態は独資 ;生産品目はトリコット生地｣,化学 8 ｢中国工
場の位置づけは安い人件費を利用｣,機械18は ｢2002年上海へ進出 ;従業員数
は13人,うち日本人3人 ;独資で,生産品目は販売,サービスのみ｣,機械19
｢中国工場の位置づけ :国内工場は一品料理的な物を作る｡ 中国での生産は量
産的なもの,リピート品を作り,コストダウンを図りたい｣,機械23｢2001年
上海へ進出 ;従業員数は60人,うち日本人3人 ;進出形態は独資で,生産品目
は電子部品,電子機器｣,その他23｢①1995年深浅市に進出 ;従業員数は400人
で,そのうち日本人が11人 ;独資で,生産品目はプラスチック部品(参2003年蘇
州市に進出｣などとなっている｡中国の人件費の安さを見込んだ進出や富山県
内工場との水平分業,立地移動などが見られる｡
(3) 中国工場の位置づけ
中国工場の位置づけについて,繊維4｢日本と現地には直接取引はなく,中
国法人完結型である｣,金属9｢中国工場は日本及び他国よりの中国進出企業
へ納入｣,非鉄金属12｢原材料を日本より供給して,ゼンマイバネを製造 し,
中国市場及び近辺第3国へ輸出｣,機械20｢設計工程の中でも特に,CAD/CAM
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表2 富山県企業の中国進出の実態と計画
?? ? ??
? ?
? ??
業種 従業員数 男 女 創業年 年間販売額 (万円) 中 国 進 出 予 定1997年 2002年
食品 1 36(47) 21 15 1975 296,000 309,100 無し2 66(105 39 27 47 3億円 24億円
繊維 3 108 46 62 1910 246,200 193,300 無し
45 57(60) 36 21 すでに進出-日本での生産に限界を感じていたところ,中国生産の依頼があったものo
68(66)ll2125 35 334 71 10 196981 94,40058721 128,40050948 すでに進出-後加工企業と同時に進出し,弊社は生桟の生産を担当,加工業社が一時製品まで加工 (染色)し,日本に
再輪出するわけ.定番品などの生産は,特にポリエステル使いは.コストが安い東南アジア商品に移行しつつあるo
67 進出
化学 8 129(130) 98 31 1953 300,000 350,000 考慮中-価格競争に対応できるようにするo
金属 9 78(74) 62 16 1949 1,172 755 無し
扉哀金属 10ll 45(46)2564(301 33 122068 496 195248 14,181,900 ll,731,700 考慮または計画中 (資材の調達)-低価格部品等の仕入れを行うため
12 98(101) 29 69 1953 161,000538 143,0004953 既に進出-日本の取引先の中国進出に伴い進出及び取引先以外の進出企業への納入を目的三協アルミニ
13 57(70) 14 43 1964 ウム工業㈱の下請100%の製造会社で,工賃収入のみの企業ですo
4 229224 157 72 30 考慮または計画中-価格競争ができる (安い部品など作れる)
15 90(95) 68 22 1960 163,814 114,591無し
16 73(75) 27 46 1965 93,100 計画は無し.ただし,将来的には進出できるような力を付けていかなくてはと考えておりますo
機械 17 98(97) 79 19 1970 1,455,000 257,800 すでに進出-①ユーザーの単価引き下げに十分対応できる②系列を疑れた日本,世界のユーザーと新規取引を実現8 606(631 52 77 36 1,037 進出-経済発展 著しい中国での拡財をさらに図るため
19 50(48) 45 5 1960 227,000 160,000 考慮または計画中
201 52(51)6465 40 1221 43 19451 55,00040459 60,0002223 既に進出-現在は従業員全員が研修中で,実際作業は2004年からとなっていますo進出目的 .①上海工
程 (CAD/CAM)の原価低減による競争力強化②自動車発展国-中国-の進出により中国に貢献,ひ
いては弊社グループの交際的な地位向上へ向けた第一歩と位置づけるo
考慮または計画中一物が豊富で安い
22 60 19 41 1981 85,000 105,000 考慮または計画中 (資材の調達)-低価格部品等の仕入れを行うため
23 59(250) 33 26 1935 63億円 46億円 既に進出-(手コスト対応②中国市場狙い③日本国内セットメーカの海外進出にあわせて
24 264(300) 168 96 1969 647,000 920,300 考慮または計画中-お客様 (製品の納入先)が中国へ工場を進出されたO当社もそれに対応しなければ,
25 708(716) 565 143 1948 185億円 209億円 顧客を失うことになりかねないo
その他 26 196(230) 94 102 1946 684,000 553,000 すでに進出一国内に仕事がない
278 55(70)422(438 25 30301 121 197756 140,00074 110,00028億円 すでに進出-現在韓国へ金型委託生産を実施しているoまた,韓国業者も弊社敷地内に,修理工場を設
け,駐在員が20日間日本に居る状態であるo その関係で中国に進出済みの韓国企業を紹介してもらったo
しかし,その製造及び収受入について全責任を,現在付き合っている韓国金型屋が持ってくれることに
なり,安心して仕事ができるo また,文登市には韓国企業が160社進出し,横につながりが強く,問題が
発生した場合,協力体制がしっかりしているo
すでに進出-コストダウン
29 76(100) 54 22 1955 考慮中-製品コストの削減
30 10 96 12 3 8 74 無し
31 44(51) 36 8 1976 113,000 100,000既に進出-①技術供与の動機 :遼寧省政府高官が当社精米プラント機器が見学し,中国においても有効なシステ
ムと理解され,想定された民間会社に小型精米機システムの設計,製造,販売の技術を供与したo②技術供与を
システムを用いた3次元設計の確立をめざす｣,その他26｢国内取引先のコス
トダウン要請に対応する為,組み立てを必要とする部品についてのみ,中国に
委託生産を実施する｣,その他28｢中国工場の位置づけ :単純,多量生産品を
海外工場にて生産｣などとなっている｡中国工場の位置づけが単純作業にとど
まらず,将来に向けて技術取得をさせることや,現地企業取引の開拓などと結
びついていることがわかる｡
(4) 部品または製品の輸出入状況
部品または製品の輸出入状況については,繊維6｢当社の中国からの輸入は
自家工場での生産ではない ;輸入部品はニットのセーター類 ;日本の使用港は
東京港 ;2002年の輸入実績は4500万円 ;輸送頻度は月に0.5回｣,非鉄金属12
｢日本一中国 :中国向け輸出の2002年の実績は3500万円 ;部品名は原材料,機
械 ;使用する港は富山新港,名古屋港と珠海港 ;輸送頻度は月に1回｣,機械
17｢①日本の自工場-中国の自工場へ軸受け鋼,工具を送る場合,空港は神戸
と上侮,輸送頻度は月に5回 ②中国の自工場-日本の自工場へ,ベアリング
レースを送る場合,港と空港は富山新港,神戸と上海｣,機械 ｢使用する港,
空港 :富山新港,名古屋空港,上海港,浦東国際空港｣,その他27｢部品名は
プラスチックPA,使用する港は下関,煙台 ;輸送頻度は月に1回｣などとなっ
ている｡特に使用する空港や港は県外になると広範に利用されている様子がわ
かる｡
(5) 出張で使用する空港
食品1は ｢出張時使用する空港は成田と北京空港で,2002年の出張延べ回数
は4-5回｣,繊維4｢使用する空港は名古屋と上海空港,2002年出張延べ人
数は10名,望みは寧波直航便がほしい,または上海便でも北陸 (富山,小松)
定期便を望む｣,繊維5｢使用する空港は名古屋と上海空港,2002年出張延べ
人数は20名｡望みは富山上海便｣,繊維6｢関西空港と香港空港 ;出張延べ人
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数は2002年に4-5人｣,機械17｢名古屋と上海空港,2002年出張延べ人数は10
人｣,機械18｢成田,上海空港 ;2002年出張延べ人数は50人｣,機械20｢富山,
大連空港 ;2002年出張延べ人数は7人｣,機械23｢関西空港,成田空港,上海
空港 ;2002年出張延べ人数は4400人｣,その他27｢現在は富山,小松一仁川一煙
台ルートを使用しています｡ 北陸から直接フライトできる便があればと思って
おります｣,その他28｢広州,香港,成田,関空空港で,2002年の出張延べ人
数は60人｣となっている｡富山から上海への利用が多いことがうかがわれる｡
(6) 中国での事業活動
ここでは中国での事業活動について示す (表3)｡繊維4 ｢①資材の調達は
100%現地調達(参営業活動は中国人スタッフが営業している,補完的に日本人
出張者がフォローする③取引企業の探し方は様々な紹介,情報による｣,非鉄
金属12｢①資材調達について :中国において調達困難な材料,機械部品などを
日本より供給,②営業活動 :親企業 (日本)の納入先を中心に営業,(釘取引企
業の探し方は台湾企業の有力業者より紹介｣,機械17｢~資材の調達について :
材料は日本製,生産設備は7割が中国で調達,中国機械メーカーを指導して,
現在は満足できるものになった｡工具類は日本製で,部品は50%が中国製｣,
機械23｢営業活動 :通常の国際電話,電子メールを使用するが,データや写真
が多く,電子メールの活用が大きい③取引企業の探し方 :インターネット,情
報誌,各種展示会,関係機関との情報交換｣など｡
繊維などは現地化が進んでいるが,機械,金属などは,工具類は日本製を使
用しなければならないなど,中国で生産を維持していくために日本との取引関
係を続けなければならないことがある｡また,情報のやり取りはファックスや
電子メールなどが使われていることがわかった｡相手先の探索もインターネッ
トが一一部で活用されていることもわかった｡
このほか現地で事業活動を行っていくうえで,｢①現地の法律,経理の解釈
②輸入関税,増殖税の保証金積み上げが大きい (資金負担),③人事統治国家
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と痛感,④中国の独資会社-,現物設備投資でパソコンを送ったが,電気製品
は3C認証が必要,⑤人材確保は,中国人は実力以上に高く売りこむのが普通,
⑥ロット数,生産及び出荷金額ベースで最低100万円/月以下の取引は相手に
せずなどの風潮が探測,東莞,上海の工場と打ち合わせをした時感じられた｡｣
などとなっている｡
表3 中国での事業活動
業種 活 動 状 況
繊維 456(D資材の調達は100%現地調達(診営業活動は中国人スタッフが営業している,補完的に
日本人出張者がフォローする③取引企業の探し方は例の様々な紹介,情報による○
①資材の調達はほとんど現地調達 (ポリエステル糸),ナイロンは無し②営業活動は日
本から進出している企業,もしくはローカル企業への販売,営業.活動③取引企業 :
進出当初は飛び込み,近年は企業間の情報などo
① は中国での現地調達,一部の副資材は日本で調達(む情報のや り取 りは商社 との
電話,ファクスによる③取引企業は商社によるo
非鉄金属 102資材の調達について :鉄鋼二次製品の一部を商社経由で仕入れていますが,その扱い
トン数はまだ微量ですo
①資材 中国において調達困難な材料,機械部品などを日本より供給
(参営業活動 :親企業 (日本)の納入先の中国現状を中心に営業
(卦取引企業の探し方は台湾企業の有力業者より紹介
機械 178203資材の調達について :材料は日本製,生産設備は7割が中国で調達,中国機械メーカー
を指導して,現在は満足できるものになったo工具類は日本製で,部品は50%が中国製
①資材調達 :行ってない②営業活動 :ローカル企業を中心に,直販で行っているo
③取引企業の探し方 :広告,取引先からの紹介など
①資材調達 :設計業務のわけ,資材はほとんど無し,会社立ち上げ時の設備,備品な
どは現地での友好会社の紹介により購入②営業内容 :取引先は親会社のみのわけ.実
質営業活動は不要
①資材の調達について :プラスチック成形を主体に簡単な加工品は現地調達,品質僕
証の高度のものは現地の日本企業から調達②営業活動 :通常の国際電話,電子メール
を使用するが,データーや写真が多く,電子メールの活用が大きい
③取引企業の探し方 :インターネット,情報誌,各種展示会,関係機関との情報交換
その他 27931資材の調達について :中国国内のプラスチック材料は,ミルシー ト,品質保証の件で
問題があり,現在日本品,韓国品を用意して使用しているo また,中国においては,
グレー ド人種が少なく,客先ニーズに対応 した原材料を確保する事は困難である○
資材の調達については展示会などにて調達先を探している ;取引企業は合併パー トナ
からの紹介
:精米機の一部の部品を輸入する投取りが整います. 8月末には第一陣が
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4.富山県企業による上海経済圏への進出実態とその課題
ここでは富山県から上海経済圏に進出している企業について2003年9月に現
地聞取り調査を行った｡以下,その事例を検討する10｡
(1) 蘇州藤堂精密機械有限公司
蘇州藤堂精密機械有限公司は2000年8月に設立された会社で,精密機械器具
製造 (プレス加工業)を行っている｡ボールベアリング用,ボール保持器及び
シールド板を生産し,富山県滑川市の藤堂工業が6億円を投資して,独資企業
(100%)で進出した｡投資総額は9.8億円,現地社員数1鴫名 (うち日本人3名 :
2003年8月末)である｡
蘇州新区に進出した動機と立地判断の基準は以下のとおりである110 1つは
ユーザーの現地調達化要請への対応であった (これに応えねば同業他社が進出
した),2つ目は中国市場のスケールを見込んで,異業種への販路獲得が可能
と考えたからである｡こうして中国進出を決めた｡次に中国のどこに工場を建
てるかについて現地調査もかねて検討を行った｡当地を選定した理由は,(Dユー
ザー (昆山,無錫)とのポジションが良かったことと,上海に近く輸送面も良
好だったことによる｡②インフラが充実していた (自治体がISO14000を認証
取得している)｡③地盤が比較的堅く,水害の心配が不要だった (地図や各種
専門図書で過去の天災歴の調査)0④労働力の質が良いのと社員寮が不要だっ
たこと｡⑤日本人が生活できる住環境が整い,仕事に専念出来る｡⑥管理委員
会の対応が迅速かつ親切 (F/S,会社設立申請等がマニュアル化されていて
容易,各申請窓口等への顔つなぎまで仲介がスムーズ)などとなっている12｡
工場立上げ当時から,現在のユーザー向け製品供給に専念していた｡日本か
らのKD (ノックダウン)品を現地供給化した｡やがてK精工と直接取引を開
始し,現地供給化促進により更なるシェアアップを図った｡また,異業種-プ
レス品を納入し販路拡大を行った｡こうして中国国内向けのみならず日本,タ
イ,韓国,台湾ほかポーランド向け輸出も図った｡当地では生産設備は全て最
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新型を使い,少人数で合理化した生産体制を敷いている｡
国内工場との機能分担については,中国工場立上げ時は,製品の単価が安く
て富山での生産が限界まで来ていた製品 (量産品)を,蘇州工場が請負ってい
た｡そして国内工場は付加価値の高い製品造りへシフトした (プレス金型,同
ユニット)｡また中国で新規ユーザーとの糸口ができて,本社工場とのパイプ
役を果たすケースもある｡
現状は,金型は全て日本より持込みをするなど生産面で制約がある｡また中
国製設備の性能が劣悪で何かと,不便 ･不都合 ･不具合が多く,その対応も含
め一層の根気が必要と考えている｡また,生産能力増強の為には資金負担が重
荷であるため,受注量との兼合いによる見極めが重要となっているが,この見
極めが難しい｡
現状としては,最大の取引先が2002年2月に増築を行い,3月よりライン設
備を増設した (生産規模倍増)02002年9月より本格増産体制が整った｡また
すぐに3棟目を増設 (生産量4倍,自動車部品も生産)するので,これ-の対応
が急務となっている｡
蘇州新区の評価は,日系企業も200社を越え世界的にも大手といわれる欧米
企業の進出も多い｡よって,企業経営も国際色豊かで良い影響を享受できる
(欧米式労務管理,生産技術 ･管理など)｡賃金水準についても,上海近郊にし
ては比較的安い｡平均では上海を100として60程度である｡管理職クラスでは
同様に40程度である (当地蘇州新区:当社もほぼ同等)｡一般ワーカーで600-800
元/月 (手取り),一般管理職 800-1500元/月,技術 ･専門職1000-2000元
/月である｡しかし2002年は日系企業の進出ラッシュで通訳者の賃金が急騰し
た｡現地採用状況については,一般ワーカーの採用も面接して採用している｡
また進学率も高く,勤勉で素直な人が多いと評価している｡ 現在,大卒者の採
用は4名 (理工系2名)である｡
経営上の課題としては,材料 (銅板)を日本から輸入しているのでコスト的
に厳しいことである (8%関税,17%増値税)｡このため材料の早期現地調達
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化が急務である (コストダウン,自社の採算面より)｡また立上げ期間中に,
中国製機械設備の不具合に泣かされたことがある｡中国製各種機械設備は壊れ
易く,部品の磨耗も早い｡そのため現在は常にスペア部品の準備をしている｡
さらに設備機械メーカー側の対応の悪さに困ることが多く,納期,仕様面は守
られないことも多いので,契約当初に書面上で細かな取り交わしが必要となっ
ている｡工場内の配管工事についても継ぎ目から水が漏れることがよくある｡
当然,これらのことから作業が大幅に遅延して資金回収等々の遅れから資金繰
りにも影響がでたこともある｡それでも,生産の安定化によって,今日では当
社取引先からの要求も,一部の製品では品質面において日本以上に厳しく対応
できるようになったものもある｡当社の中国進出によって,取引関係にあるN
精工の生産拠点の見直しが急になった｡N精工は日本およびアメリカ工場等よ
り頻繁に視察訪問を送りこみ,日本国内工場の閉鎖と海外シフト (中国)の計
画前倒しを決定し,蘇州への軸受業関連企業の集中化促進 ･tボール,ゴムシー
ル他)を図ることになった｡このほかK精工の部品現地調達促進計画にもマッ
チしていることや,当地に大手複写機メーカーが進出したことで,新たな顧客
開拓も進んでいる｡
しかし,中国では会計制度,税務制度が突然変更されることが多く,通逮も
無いので,聞きに行かないとわからないことが多い｡また,会社によっては給
与,手当,各種規定が異なっており,あまり参考にならない13｡ 言語の違いや,
生活習慣の違いに基づく社員教育も大変である (当り前の事柄も,理論と根気
が必要)｡資金調達先としては地元中国の銀行で借入を実施 しているが金利は
高い｡邦銀はあるが人民元が扱えず不便で,主に情報入手,労務面での相談に
利用している｡ 本社では市中銀行引受けの私募債発行など中国投資に向けた資
金調達を実施している｡
(2) 高和精工 (上海)有限公司
高和精工 (上海)有限公司は上海の浦東新区に2001年1月に進出,同10月よ
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り操業を始めた会社である｡ 出資はタカギセイコー社 (60%),明和産業 (40
%)が行い,総投資額900万 ドルで設立した｡進出は合弁独資で,携帯端末機
のプラスチックによる電池ケース及び定休 (きょうたい)の製造を行っている｡
従業員は約320人で,常駐日本人は管理 ･技術者の6人である｡設備は成形関
係,塗装関係,金型関係の機械を装備している｡生産能力(月産)は置体が50万
台,バッテリイ100万セットとなっている｡
当初は携帯電話用の電池パックを生産していたが,やがて仕事が無くなり,
1年目は経営的に大変だった｡そこで北京の日系電機会社から携帯電請の箆体
製作を受注した｡納入は北京とフィリピンに行っている｡
生産計画は3ヶ月前に確定し,1ヶ月分の見込生産の内示がある｡日本から
の輸入は塗装と金具が主で,樹脂は現地調達を行っている｡一方,笹体のデザ
インはアトランタで3次元CADを使用している｡それから金型を起こすが,
これは日本人2人,ローカルスタッフ6人で対応 している｡ また塗装ライン
(一機)は月に200-250万個の作業をこなしている｡
北京への製品輸送は,高速道路を10時間走るなど2日かけて運んでいる｡ 急
ぎの場合は航空便を利用している｡倉庫は日通倉庫を利用している｡
2003年夏の電力不足のときは停電によって被害を受けた｡朝9時に供電局か
ら停電の知らせが入って,9時半には停電となった｡このため,炉で溶かして
いたプラスチックが固まって大きな損害となった｡しかし当局に行っても将が
あかなかった｡このように,現地取引先の喪失や,電力不足問題など不意に備
えた対応も重要となっている｡
(3) 上海勝発
富山の米原商事 (55%),伊藤忠 (32%),タダノ (5%)などが1992年12月
(営業開始1996年9月)に設立した会社で,クレーンも使った建設施行を営ん
でいる｡総経理はモンゴル族出身である｡資本金は350万 ドル,従業員は170名,
総資産は2億元となっている｡営業範囲は,北は内蒙古,南は珠海,西は重慶
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までとなっている｡そのため営業所を北京,南京,無錫,寧波に配置している｡
設立は1992年で,当地に進出を決めた理由は,経済発展地域であるというこ
と,行政が国際的で外資導入に積極的だったこと,社会基盤が整っていたこと,
人材が豊かだったことなどによる｡つまり,上海経済が発展していて,交通イ
ンフラも充実していて,人材も全国に広告を打つとすぐに集まってくる｡金融
面でも借金がしやすく,思い切った設備投資も可能である｡ さらに上海では大
きな仕事が多く,ここで付き合った会社の紹介で地方の仕事が取れるケースも
あった｡
現在,整備士は14人,オペレータ90人,管理12人,営業21人で経営を行って
いる｡オペレータは毎日訓練を行っている｡ 彼らには労働基準局のクレーン免
許試験があるが,社内でもライセンスを与えてレベルアップを図っている｡給
与は歩合制で,新人で約400-450元,2年目で約3000元となっている｡クレー
ンは2003年現在63台所有し,うち30台が上海市で稼動している｡63台中11台は
リースで45t(3台)と120t(1台)を日本から運んできている｡日本の中古
クレーンが当地ではまだ使えるので,その使い回しでも利益がでている｡
マーケッティングの仕方は業種別にデータを蓄積して,トップレベルの企業
にダイレクトメールを送る｡その後,訪問して仕事を取る｡また新聞で国家プ
ロジェクトをチェックして入札に参加している｡
このように上海の交通インフラや人材,金融などの集積を生かして,建設ラッ
シュの当地の市場で事業活動を行っていることが理解できる｡
5.おわりに
以上,上海経済圏の地域変化を踏まえて,富山県から進出した地域企業の実
態を検討してきた｡その結果,上海経済圏内部では,上海におけるビジネスコ
ストが上昇することによって,相対的に有利になった蘇州,無錫,杭州などへ
日系企業が立地移動していることがわかった｡これら進出企業には,増値税
(付加価値税)の輸出還付引き下げ問題や,頻繁に変更される法規に関する間
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題があることもわかった｡
このような現地の一般的状況を受けて,富山県から中国に進出している地域
企業は,どのような進出目的と,事業上の利点や課題を持っているかを整理し
ておく｡
進出目的としては,人件費の安さを見込んで進出し,分業を行っている企業
があった｡中国工場では単価の安い量産品を中心に,日本では付加価値が高い
製品造りへシフトしている｡また継続的に技術移転を行って,現地顧客を開拓
して行こうと考えている事例もあった｡さらに日本の中古品を運んで.それを
利用しながら利益を上げ続ける企業もあった｡また,上海空港を利用している
企業は繊維,機械が多いこともわかった｡
聞取り調査結果からは.当地での事業上の利点として,新規ユーザーとの糸
口つくりができ,本社工場とのパイプ役が果たせることや,欧米式労務管理,
生産技術 ･管理など,企業経営にとって国際的な良い影響を学べる契機となっ
たこと,などが指摘されていた｡また当地で操業することによって,大手取引
企業が工場集積を図る動きが見られるなど,集積のトリガー役を果たしていた
(蘇州藤堂精密機械)｡
また上海自身の経済力が集積利益になっている事例もあった｡経済規模に似
合った金融取引が行われるために資金調達が容易で,また取引先も大手が多い
場合は他地域の仕事を紹介してくれるケースもあった (上海勝発)0
しかし地域企業の海外進出としての課題もあった｡出荷金額が少ない場合は
現地企業が相手にしてくれないことや,設備機械を注文しても納期が守られな
いこと,機械保守のサービス体制が整っていないこと,慢性的な電力不足とそ
の対応,現地操業後にあてにしていた仕事がなくなったことなど,リスク管理
の重要性がわかった｡このほか,日系企業が大挙して現地に押しかけると,也
域企業は通訳の確保や引き抜きなどの対策が求められていることもわかった｡
富山県から進出した地域企業の事例は,何も富山県に限った開溝というわけ
ではなく,海外に進出した日系の地域企業は,等しく同じような影響をこうむ
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る可能性がある｡よって,地域企業には国内工場との生産分業,現地での取引
先確保と新規開拓,法規の熟知,当地域の産業集積の利用法,異文化理解まで
踏み込んだ労務管理と商慣行の熟知など,多面的な利点への配慮とリスク管理
の徹底が求められているといえる｡
1 『上海経済圏情報』(蒼蒼社)2003の定義では,｢長江デルタの上海を中心にして経済活動を
共にする地域｣(p29)と定義している｡その経済域は最小を上海市,最大を ｢上海+江蘇省
+漸江省｣としている｡
2 江蘇の割合が相対的に高いのは上海の面積の16.3倍とし.､う要因もある (同上p380)｡
3 上海にはもともと流通,情報,もの作り基盤があり,外資誘致にも積極的であった｡その
ため日本の技術力がある中小企業からの投資を狙った説明会ブームが起きており,日本では
東京,大阪で開催され,上海以外でも南京,常州,杭州,寧波などでも同様の説明会が行わ
れている｡業種別では自動車産業にターゲットを絞って広島,名古屋などでも説明会が開催
されている｡
4 上海自動車はフォルクスワーゲン系の車を作っているが,部品はドイツから輸入している｡
関税のため生産性が低くなるが利益は出ているという (同事務所聞取り)｡
5 -万で,上海には台湾人が約30万人滞在していることから,同じ言語を使うことやその滞
在数の規模などからみて,その影響力は大きいといえる (上海市人民政府台湾弁公室による)｡
また上海市及び上海市に隣接する江蘇省の呉江市 (約150社),昆山市 (約1100社)には台湾
系企業が集積し,半導体,PC等の部品生産,PC等のOEM生産等を実施 している｡ また,
彼ら台湾系企業が中国地場企業の技術力向上に寄与しているという意見もある｡
6 例えば,蘇州市では実行ベースで48億1400万 ドル (前年比59.3%増),無錫市では17億4000
万 ドル (前年比64.2%増)となるなど,依然としてこの地域への投資は拡大している｡
7 最近は昆山日本工業園区など特定の国 ･地域企業の集積を目的とした開発区や,常州紡績
工業園区などのように,特定の産業の集積を目的とした開発区も出現している｡たとえば,
昆山日本工業園は三井物産が昆山市との合弁で日本企業,台湾系企業の誘致を目的に設立さ
れた｡昆山草揚科学工業園区は昆山経済技術開発区内に設立された電気電子部品及び化学メー
カーを対象とした開発区である｡ここには伊藤忠商事が販売,企業設立等を支援している｡
常州紡績工菜園区は常州市の基幹産業の一つである紡績業種の集積を目的として,常州紡織
国際資産有限公司 (旧常州市紡績工業局)が設立した開発区である｡2003年4月現在,常州
帝商服飾有限公司 (日系)など,約40社が進出している｡
8 当地域に電機企業が集積するにつれ,部材関連の企業の集積も進行しつつある｡ また,部
材メーカーにおいては,台湾系,韓国系,中国系などの集積も進み,これら企業の技術力も
かなりの程度まで上昇しているとの評価がある｡ 一方で,日系セットメーカーの中には,コ
ストダウン,競争力確保のため,現地調達を加速するといったケースが顕在化するなど,日
系部材メーカーは,技術面,コスト面から厳しい競争に直面している｡
9 ここを管理する経済貿易局は2001年までは5-8人で事務作業をこなしていたが,それ以
降はスタッフを30人に増強して,企業誘致センターとして積極的に活動を行っている｡ その
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方法はインターネット,友人の紹介,会社訪問 (3-4回/午)などである｡誘致活動は英
語 ･日本語 ･韓国語のチームを合計で5チーム作って行っている｡
10 富山県以外でも次のような事例(蘇州)を現地聞取り調査で得ることができたので紹介 して
おく｡｢蘇州沙辿克特種設備有限公司 (ソディック)｣は,放電加工機生産のための生産工場
で.本社は横浜市にある｡蘇州市新区に立地するこの会社は,蘇州第三光学儀機廠と1994年
に合弁してできた｡2003年より民営化している｡放電加工機販売は半分が中国である｡現在
は組立技術がアップしてきており,穴あけにもばらつきがなくなりつつある｡ 外注は4社確
保しており,市内20-30分の場所にある｡外注指導は図面の見方から指導を行った｡現在は
機械部品,板金加工,アクリル板などを委託している｡
設計は4大卒を採用している｡新卒で1200-130元,地元の工業高校で600-700元となって
いる｡労働者の引き抜きはないが自主的に変わっていく｡しかし高卒は定着している｡4大
卒は欧米系企業に変わっていくことがある｡同一敷地内部と上海にトレーニングセンターを
設置している｡設計は日本の福井で行い,変更は中国の需要の変化をみながら,こちらで対
応している｡具体的には加工精度,ワイヤー線を自動でつなぐなどのオプション関係が主で
ある｡
ここでの課題は,1つは日本との文化の違いである｡それは ｢人前では怒れない｣,｢失敗
は認めない｣などに,どう対応するかである｡2つ目は園区では年に1,2回は1週間ほど
停電があることである｡そのために自家発電装置を備えている｡ 3つ目は独資で進出した場
合,通関手続きなどでノウハウがなくて苦労することが多い｡これらにどう対応していくか
が意外と大事である｡
11 蘇州地区は,日系自動車関連,電子部品関連企業の投資が急増している｡特に自動車部品
関連の進出にともない,金融保険,運送業者の視察も増加している｡日系企業の投資急増で,
日本語通訳ほか通関士,各資格保有者の引き抜きに各社困惑しているのが実情である (入社
2-3年目の経験者が狙い撃ちされている)｡外資企業の急増により,簡単に転職できる環
境にあるため,若者の定着率も悪く中小企業にとっては大変である｡
12 蘇州藤堂設立に際して,建築業者の選定と設計から工事完成までの対応に苦慮した｡日系
のゼネコンは3割高く,中国業者はデタラメである条件のもと,敢えて中国業者を選択 (日
系もローカル業者を下請け利用すると考えた)｡日本では当り前の事柄も,きめ細かく指示
しなければ何をするかわからない｡指示しないと何もしない (知らないから出来ない)｡設
計会社も中国業者であったが機械工場を担当するのが初めてで,設計ミスも多々あった｡そ
のため当社は大学の日本語教授をアルバイトに雇い,随分と助けられた｡ローカル業者を利
用するメリットもあった｡それは建築に関わる各種申請 ･許認可がスムーズだったことであ
る｡自治体がISO14000を取得したことで,環境局対応と建築コストの大幅増加を強いられた
(防音壁,プレス機械防音壁設置,排水処理装置など)｡しかし完成後も雨漏りは当り前で,
泥棒にも用心が必要である｡実際に,工事現場の電線が盗難にあった｡さらに造成用の土ま
で持っていかれたなど多々経験した｡
13 日本人には理解できない寄付金が求められることがある｡ たとえば防爆章 (人民解放軍),
広告代 (公安)など｡
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